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論文題目： 重症心身障がい児・者に寄り添いささえるケアとして理学療法を行う意味 
        ――わずかなあらわれに気遣いながら働きかける身体の語り 
 
 学位申請者 前野 竜太郎 
 
 論文審査担当者 
  主査 大阪大学教授   浜渦 辰二 
  副査 大阪大学教授   入江 幸男 
  副査 大阪大学准教授  本間 直樹  
                             副査 金城大学特任教授  奈良 勳 
 
【論文内容の要旨】 
 本論文は、理学療法士が重症心身障がい児・者に対して行っていることを、科学に基づく医学的なキュアとは
異なる、寄り添い支えるケアとしての理学療法として捉え、それがもつ意味について、それを行っている理学療
法士との対話から浮かび上がって来る、重症心身障がい児・者と理学療法士との間身体的（intercorporeal）な
交流の経験を現象学的に記述することを通して明らかにすることを目的としている。 
 第１章では、対話による現象学的記述を通して臨床実践を問うというその方法について、これまでの自らの研
究への反省から、何らかの理論、キーワード、分析手法に引きつけて臨床実践を解釈するのではなく、事象その
ものを問い直すために、理学療法士が重症心身障がい児・者とどのようにコミュニケーションしているかを、理
学療法士との対話のなかから浮かび上がらせるという手法をとった所以が述べられる。 
 第２章では、この手法が、先行研究と比較しながら、すなわち、従来の科学的な量的あるいは質的な理学療法
研究と対比して、また、教育現象学や認知運動療法や看護学といった他の分野における現象学的な研究と較べて、
生身の理学療法士の生の実践経験から語られた、理学療法を行う意味の生成過程を記述するものとして、これま
での研究には見られなかったオリジナリティをもつものであることが述べられる。 
 第３章では、重症心身障がい児・者にかかわる新人理学療法士の実践経験についての対話から、１年目はコミ
ュニケーションが取れない重症心身障がい児・者を目の前にしてなすすべもなく戸惑いと不安のなかにいたが、
２年目に入って次第にそのような重症心身障がい児にもかすかなあらわれや表情があることに次第に気づくよう
になり、間身体的なかかわりを通じて、気遣い配慮しながらケアとして理学療法を身につけていく姿を浮かび上
がらせている。 
 第４章では、総合医療施設で働く６名の理学療法士との、運動発達機能の向上を目指してわずかな望みを見出
そうと日々臨床実践が行われている急性期の理学療法の取り組みについての対話から、重症心身障がい児の自発
的な行為や動作の改善から遊びを通して、その児の「生きられる世界」に迫り関わって行くなかで、寄り添い支
え気遣うケアとしての理学療法が貫かれている事を明らかにしている。 
 第５章では、重症心身障がい児・者の運動発達機能に働きかけ、助けすぎないで、その能力を見極めて、最大
限の能力を発揮させ、達成感を味わう楽しさを感じることによって、「身体をつくる」理学療法についての対話か
ら、身体に触れ続けることでその身体に馴染んで行き、身体の境目を乗り越えようとするような、間身体性の次
元に成り立つ理学療法のあり方を浮かび上がらせている。 
 第６章では、３ ５章の理学療法士との対話から浮かび上がって来た理学療法をあり方をまとめ、重症心身障
がい児・者に働きかける理学療法士の土台にあるのは、気遣い配慮しつつ相手の身体との相互の関係性を築いて
行く、言葉に先立つ、触れる・動かすといった間身体性の次元で営まれる、それでいて、かすかなあらわれとし
て多様でむしろ豊かな、重症心身障がい児・者の「生きられる世界」に迫ろうとする志向性であることが明らか
にされる。最後に、文献表が付けられている。 
 分量としては、A4判横書きで 157 頁、400 字詰め原稿用紙に換算して約 565 枚に相当する。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
 本論文は、現象学的哲学のさまざまな概念にとらわれて、それによって事象や現象を解釈し説明してしまうの
ではなく、それらをいったん括弧に入れて、臨床実践に携わっている理学療法士の語り、しかも著者との対話の
なかで初めて生まれて来るその語りに寄り添い、そこで見えて来ることを丁寧に記述・分析し、そこから著者な
りの議論を組み立てて行こうとする、その誠実な姿勢は、高く評価されてよい。対話という形でのインタヴュー
（その語り）を録音し、文字起こしをして、出来上がった逐語録をくり返し読み直す事で微細に分析するという
手法は、抽象的なものになりがちな議論に、豊かなひだを与えることにもなっている。 
 また、理学療法が、医学的な治療の一つの技術として、しばしば医学的ないし科学的にのみ論じられ、それに
よって重症心身障がい児・者の「生きられた世界」との関わりが見失われてしまっている状況に対して、彼らに
寄り添いささえるケアとしての理学療法を、間身体性の次元において彼らの「生きられた世界」に迫ろうとする
実践的志向性と捉えることによって、理学療法の、これまで見逃されていた新たな姿を描き出したものとして、
オリジナリティを持つ論考と言えよう。 
 しかしながら、現象学的哲学のさまざまな概念にとらわれずと言いながらも、結局は「間身体性」「生きられた
世界」「志向性」などの現象学の用語には頼らざるを得ないようにも思われ、その対話の微細な分析は時に議論の
方向を見失わせる嫌いがあり、議論の流れがはっきりと見えない怖れがあり、主張しようとしている議論が十分
に説得力をもって根拠づけられていないのではないかという危惧が拭いきれないところも見受けられる。独自な
研究方法についての説明がもう少し丁寧になされてもよかったし、研究の課題設定と研究から得られた成果へと
至る議論の流れがもう少し明確に描かれてもよかったという審査員の声もあった。 
 とはいえ、これらの問題点は、本論文が達成したものをさらに改善するのに必要なこととはいえ、本論文が示
した丁寧な記述から導かれた考察のもつ意義、重症心身障がい児・者に対する理学療法の意味を現象学的に解明
したというそのオリジナリティを損ねるものではない。その点で、今後に課題を残しているとはいえ、本論文は、
未開拓の分野に果敢に挑戦した臨床哲学専門分野の論文として評価することができる。 
 なお、理学療法学を専門とする外部の委員（奈良勳教授）にも審査に加わっていただき、理学療法学会会長を
勤められたことのある経験からも、理学療法学界にはこれまでになかった新しい試みとして、また、これから大
いに期待できる研究として高い評価をいただいた。 
 よって、本論文を博士（学術）の学位にふさわしいものと認定する。 
